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　2012 年 11 月 29 日、スフェラーパワ （ー株）（京都
市）と福井県工業技術センターは、福井県内の織
物メーカーの協力を得て、球状太陽電池「スフェ
ラー®」を織り込んだ織物（図表 1）の試作に世界
で初めて成功した1、2）。試作した太陽光発電織物は、
直径 1.2 mm の球状のスフェラー® を図表 2 の様に
直線に並べて 2 本の導電糸を用いて糸状に接続し、
これを緯糸（よこいと）として、経糸（たていと）
とともに織り込んだものである。軽量でフレキシ
ブルであるのはもちろん、伸縮性や追従性に富ん
だ太陽光発電織物であり、さまざまな用途への応
用が期待される。
　同社では、直径が 1～2 mm の球状太陽電池ス
フェラー® を開発し、2004 年よりサンプル出荷を
始めていた3）。製造工程は、まずシリコン粉砕品を
一旦溶かしてサイズの揃った球状の P 型シリコン
の粒とする。次にその表面より n 型不純物を内側
に熱拡散させて、発電領域となる pn 接合を形成さ
せる。さらに球の一部を削って p 型領域に電極を
作り、反対側の n 型領域に電極を作って、図表 3
のような受光面が球状の太陽電池を作成する。
　球状であるため、どの方向から光が来ても効率
良く発電でき、さらに、受光面の面積も平板型の
4 倍となる。適切な密度で並べた場合には、平板
型の電池と比べて発電量が 2～3 倍多くなる事が確
かめられている。1 粒当たりの発電能力は約 1 mW
強と小さくても、これを多数繋げば、大きな発電
能力となる。また、直径の大きなシリコン基板を
必要とせず、従来は捨てていたシリコンの切り屑
からでも製造できるため、製造コストも安くなる。
現時点での生産量は約 1,000 万粒／月である。
　同社では、数百個のスフェラー® を繋いだドーム
型の発電モジュールや、多数のスフェラー® を繋
いだ窓用のシースルー発電モジュールの開発に成
功していた。今回は、織物メーカーの協力を得て、
スフェラー® を密に紡いだ太陽光発電織物の開発に
も成功した。伸縮性や追従性に富むため、同社では、
発電カーテン・衣類・バック・テントなどに応用
したいとしている。
　なお、本試作研究の一部は、経済産業省の戦略
的基盤技術高度化支援事業により行われた。また、
異種産業の協力により得られた成果でもある。
　2012 年 11 月、スフェラーパワ （ー株）と福井県工業技術センターは、織物メーカーの協力を得て、直
径 1.2 mm の球状太陽電池「スフェラー®」を織り込んだ織物の試作に世界で初めて成功した。スフェ
ラー® は、シリコン粉砕品を一旦溶かしてサイズの揃った球状の粒にしたもので、受光面は球状であ
るため、どの方向から光が来ても効率良く発電でき、平面型より多くの光をとり込める。1 粒では約
1 mW と発電能力は小さいが、多数繋げば大きな発電能力となる。今回試作した太陽光発電織物は、異
種産業の協力により得られた成果であり、軽量でフレキシブルであるのはもちろん、伸縮性や追従性に
富むため、発電カーテン・衣類・バック・テントなどに応用できる。
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